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概 要

Javaアプレットは，WWWブラウザを用いることで誰にでも簡単に実行できる．しかし，その

操作方法は文書で書かれることが多く，直感的に把握しにくい．本論文では，一般的な Javaアプ

レットの操作を説明するデモンストレーションヘルプを作成するのに，実際の操作を用いて簡単に

作成するための方法について述べる．本システムにおいては，低次元のイベント列から，操作の概

要を表す文字列を生成するためのルールをまず準備する．それらのルールを用いることで，操作を

行うだけで意味付けされたデモンストレーションが生成されるため，編集作業が容易になり，また

開発者がヘルプ記述にかかる労力を軽減することができる．また，ユーザはデモンストレーション

を眺めることでシステムの概要を把握することができる．

1 はじめに

ヘルプ機能は，アプリケーションの操作方法を

ユーザに示すために必要な機能である．従来は文章

を主体とするヘルプが一般的であった．コマンド入

力を主体とするアプリケーションでは文章によるヘ

ルプでも問題はない．しかし，最近ではマウスやペ

ンなどのポインティングデバイスを用いて操作する

システム，いわゆるGUI (Graphical User Inter-

face) を用いたシステムが一般的である．このよう

なGUIを用いたシステムにおいて，文章を主体と

する操作説明はユーザが理解するのにかかる負荷が

大きい．例えば，ユーザは「『ファイル』メニュー

の『開く』を選択」のような文を読み，アプリケー

ションの画面からそれらの「操作対象」を探して操

作する必要があった．

文章の代わりに，アニメーションを用いてヘルプ

を提示する方法が提案されている [1] [2]が，実装の

ための手間がかかるため，いままで実際のシステム

にはあまり適用されていない．

本論文では，一般的な Javaアプレット /アプリ

ケーションの操作を説明するデモンストレーショ

ンを，実際の操作から簡単に作成するための方法

と，そのシステムについて述べる． Javaアプレッ

トは，Webブラウザを用いれば誰でも実行できる

ので，ヘルプ機能の必要性は高い．そのWebペー

ジを初めて訪れる人にとってはアニメーションヘル

プが用意されていればアプレットの概要を容易に把

握できる．アニメーションヘルプは特に直接操作を

多用したシステムの操作説明に有効であると考えら

れる．
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本システムにおいては，特にヘルプ記述にかかる

労力を軽減し，アプレットの開発者が簡単にヘルプ

を準備できることに注目している．そのため，アプ

レットやアプリケーション本体には変更を加えずに

実現するという方針をとる．

2 デモンストレーションの記録形態

実際の操作から生成するデモンストレーションの

記録形態として，動画像として記録するものと，シ

ステムが解釈できるイベントとして記録するものが

ある．ムービーファイルなどの動画像として記録し

た場合，再現するのに動画像専用のビューアを用い

れば簡単に参照できる．しかし，システムの更新や

メニュー構成の変化などのソフトウェアのバージョ

ンアップに対応できない．また，ユーザのレベルに

合わせて説明の粒度を調節することも難しい．我々

は，ヘルプの編集のしやすさ，再生時の柔軟性な

どのメリットを考慮し，ヘルプとしてのデモンスト

レーションをイベントとして記録する方法を採用し

た．この手法による付加的なメリットとしては，一

般にイベントとして記録されたものは動画像より

もデータサイズが少ないので，ネットワークから取

得する Javaアプレットのヘルプとしては適してい

る．ヘルプを提示する際には，基本的には記録して

おいたイベントを再現すればよい．

3 デモヘルプシステム \Jedemo"

このようなイベントの記録と再生の機能を一般

的なアプレットに持たせるには，通常，個々のア

プレットに対してそれらの機能を実装するしかな

かった．我々は，この手間を省く方法として，「ア

プレットビューアモデル」という枠組みを提案し，

一般のアプレットについてイベントの記録と再生を

行うことができるシステム \Jedemo"を実装した．

3.1 記録と再生 ～アプレットの場合～

アプレットビューアモデルは，イベント管理機

能を持たせようとするアプレット (以下，「対象ア

プレット」)が，イベント管理機構を持つアプレッ

ト (以下，「マネージャアプレット」)に貼り付けら

れて動作する機構である．図 1に，このアプレット

ビューアモデルの機構を示す．マネージャアプレッ

トは，アプレットビューアの機能を持つアプレット

であり，特殊なイベントリスナを対象アプレットの

部品に登録することでイベントオブジェクトを取得

できる．開発者は，マネージャアプレットを呼び出

す際にパラメータとして対象アプレットのクラス名

を指定するだけでイベントの記録と再生機能を追加

することができる．

Web Browser Java Virtual Machine

Jedemo manager (applet)

 Target Applet 

図 1 アプレットビューアモデル

3.2 記録と再生 ～アプリケーションの場合～

ヘルプの対象がアプリケーションの場合であって

も，イベントを記録する方法についてはアプレット

の場合と同じである．イベント記録専用のイベント

リスナを各部品に登録することで行う．しかし，こ

のイベントリスナを外部から登録する方法について

は，アプレットの場合と同じ方法を使うことができ

ない．正確には，新しいウィンドウが生成され，画

面に表示されたとき，その「ウィンドウが表示され

た」ことを瞬時に知る方法が用意されていない．そ

のため，新しいウィンドウ内の部品にイベントリス

ナを登録することが困難となる．このことは，特に

アプリケーションの場合に問題となる．

アプリケーションの場合，ウィンドウを表示す

るのに主に Frameクラス (タイトル付きのウィンド

ウ)が用いられる．我々は， Frameクラスのクラス

メソッド getFrames()を定期的に呼び出して，新

規作成された Frameクラスのインスタンスを発見す

ることで，ウィンドウ内の部品への参照を得る．

4 Jedemoによる操作への意味付け

一般に操作を行うと，大量のイベントが生成され

る．これらのイベントの多くは「マウスを動かし

た」などの低レベルな意味を持つイベントである．

デモンストレーションヘルプを編集するのに低レベ

ルイベントで行なうのは効率が悪い．また低レベル

イベント列の意味を理解していないと編集できな

い．
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図 2 アイコンで表現されたイベント列

我々はイベント列をまとめたコマンドという概念

を導入することで問題を解決した． 1つのコマンド

は最低限の意味を持つイベント列である．コマンド

には，その意味を表すラベルを文字列として付加す

る．ラベルは，編集時のインデックスとして用いら

れるだけでなく，再生時にユーザに示す操作の概要

として利用できる．

4.1 コマンドの生成

イベント列を解析して，コマンドを生成するため

にコマンドルールを用いる．コマンドルールは，対

象アプリケーションの実装に基づき開発者があらか

じめ準備する必要があるが，デモンストレーション

のラベル付けを自動化できる．また，異なるアプリ

ケーションでもたいていの操作は同じであるため，

一度作成したコマンドルールの大部分は再利用可能

である．

対象アプリケーションによって別々に用意しなけ

ればならないコマンドルールは，マウスのドラッ

グなどを多用したいわゆる「直接操作」の部分で

ある．コマンドルールの定義は，実際のアプリケー

ションをまず操作し，その後，操作によって発生し

たイベント列を用いて行う (図 2)．

コマンドルールの例を図 3 に示す．この図では，

図 3 コマンドルールの例

4つの定義されたコマンドルールが表示されてい

る．アイコンで表示してあるものがイベント列の

マッチングパターンである．アイコンの右の文字列

がラベル生成ルールである．イベント列のマッチン

グパターンには，正規表現と同等の表現が扱える．

図 3 の括弧で囲まれたイベント (ドラッグイベント)

は， 1つ以上の任意のイベントにマッチする．

実際のイベント列からどのようにコマンドを生

成するか述べる．まず，イベント列はセパレータに

よって，部分列に分解される．セパレータは通常，

図 3 の一番上の列のように，「マウスカーソルが部

品の上から出たときのイベント」「マウスカーソル

が部品の上に入ったときのイベント」「マウスカー

ソルが動いたときのイベント」を指定しておく．こ

れらのイベントを含まないように分解する．セパ

レータを用いてあらかじめコマンドの候補を絞りこ

む理由は，イベント列の解析にかかる時間を短縮で

きることが挙げられる．分解したイベント列をコマ

ンドルールによって 1つずつ照合し，照合が成功し

たらラベル生成ルールによってラベル付けする．

ラベル生成ルールには，生成時の動的な情報をと

りいれることができる．方法としては，動的な情報

を挿入したい部分に， @eventobj.method() とい

う記法で書く． eventobj の部分には，イベント指

定子 (add, remove, press, release, action

etc.) を用いて，イベントの発生元である部品

(オブジェクト)を特定する． method() では，そ

の特定したオブジェクトのメソッドを指定すること

で，そのメソッドの返り値を挿入できる．例えば，

@action.getLabel() は，アクションイベントの

発生したボタンのラベル文字列に書き替えられる．

図 4に，実際に生成されたコマンドを実行してい

る画面を示す．この例では，グラフ編集アプレット
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図 4 擬似マウスカーソルを用いたアプレットデモンストレーションの再生

のノード編集の方法を擬似マウスカーソルを動かし

ながらデモを実行している．コマンドのラベルを一

覧表示したり，現在実行しているコマンドをハイラ

イトして表示できる．

5 関連研究

操作を記録して，再利用しようとする試みは様々

なアプリケーションやツールキットで実装されてい

る．AppleScript [3]は，Macintosh上の操作を再利

用可能なスクリプトにする．ツールキット関連で

はX Window System からイベントを送る方法

[4]や， Tcl/Tkでの実装 [5]がある．AIDE project

[6]のAIDEWORKBENCHは， SmallTalkで作られ

たアプリケーションについてマクロ機能やアンドゥ

機能を追加するものである．

Sunの JavaHelp [7]は，文章を主体としたヘルプ

のビューアである．全文検索機能などが充実してい

るがアニメーションヘルプの機能はない．

6 まとめ

一般の Javaアプレット /アプリケーションにつ

いて，簡単にデモンストレーションヘルプを作成す

るシステム Jedemoについて述べた．コマンドルー

ルを用いて操作に意味付けすることで開発者の負

担を軽減できる．また，バージョンの違いなどのシ

ステムの変更にともなうヘルプの再構成も容易とな

る． Jedemoについては http://www.softlab.is.

tsukuba.ac.jp/~miuramo/jedemo/にて公開して

いる．
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